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秋田腎不全研究会
脚 部堺 i榊 頃媒敵機脚 プログラム
日 時 平成19年12月2日 (日)10 25-16 15

場 所 秋田拠点センタ-(アルヴェ)2終 多目的ホール

秋EEff)JAl過イ叫岬rLI-1 rELO18(BB7)5310(管理三三)

会 長 秋田県総合保健センター長 ･秋田大学名誉教授 加藤哲郎

当番幹事 秋田大学医学部内科学講座 血液内科学分野腎巌内科学分野准教授 涌井秀樹

共 催 秋田腎不全研究会 ･中外製薬株式会社 ･キリンファーマ株式会社

-参加者のせ桃へ-

1 ロ潮時叩は1逆i6分,質疑応答Li分です.

座長の指示に従い,時関内での終了をお願い致します｡

2 参加数1,CXX)円 (懇親会饗を含む)を会場受付で申し受けます｡
参加証を新用の上､ご入城下さい｡

3 発表方法につきましてはpc (W】ndows及びMac】ntosh､アプリケ一./ヨンはPowerPDlnl)のみに限

らせて頂きます｡CD-Rもしくはブ ラyシュメモリーを平成19年11月19日(月)道都澱局苑にご送付

噺います (捷Lf.が附 こ合わない場合は､当日会場で発表30分1前日こ搬出厨います)O臥 動画があ

る場合はpcをご持参下さい｡rj油時の操作につきましてはスタノブにお任せ下さい.

4 秋EEl腎不全研究会雑駁.技箱用原宿を､同雑肱奴定に従い国衆を涼x.て平成ユ9年12月25日(火)迄に
〒010-8543 秋肥市本道1-I-1 秋rB大学泌尿器科 佐藤 液 まで投出して下さい｡

5 研究会に先立ち9 30よりホテルメトロポリタン秋刑､4階 ｢ル-チェ｣(秋田市中適7-2-1

TELO18-831-2222)において.幹耶会をけ引払致します｡

6 日本医師会生涯教育駅屋3単位 社FZl法人El本透析医学会il)FlE日夏制度5輿位の取得が可能です｡

7 ET本腎不全Tr護学会､5弓J会合同鑑定 l逆新棟法相噂窮講師'受験資格 1ポイントの取持が可能

です｡

■開会の辞 (10･25-10 30) 秋田腎不全研究会 会長 加藤 哲郎

Ⅰ 管理 ･消帝 (10 30-ll 10) 座長 平野 和生 (中油幾合柄院血液浄化療法部)

1.当院腎センターにおける感染防止対策

秋田赤+字病院医棟技術部臨味=学課 ○水井 悠､児玉 健太､松FD 光啓､大沢 元和､

/ト林 久益､1(貞谷 蛇､尾JL.,7川 数

同 内科 山j;主 剤

2 熱水消考によるカプラ管理

医療法人あけぼの会 花園病院透析室 ○骨柳 武志､磯村 番和､叔谷 哨鵜､守滞 隆仁､

鈴木 非文

同 花閲病院内科 寺邑 朋子

3 秋田県内の透析液′脊浄化の現況 - アンケー トおよびサン7'リング調査から-

秋田リ.T<臨床工学技士会 ○佐藤 郁即､熊谷 耽

4 リライトカ-ドを応用した透析情報カードのi*入

医療法人あけぼの会 花園病院内牟ト○寺邑 朋子

同 花園病院透析室 磯村 孝和､iii谷 崎薙､守l畢 隆仁､常例 武志､

三浦 園子､7t,Jh'橋 俊樽､伊藤 利子､祐櫛きよえ､

佐々木 忍､鈴木 非文

Ⅱ 食事 ･看律 (ll.10-ll 40) 座長 五十嵐伴子 (おのば肝泌尿器科クリニック)

5 煙性腎不全患者の食事情報用紙を用いての食事指導

JA秋田厚生連 軟EEl組合鑑合柄院酉3病棟 ○柏木 突保､山平みか子､伊藤 浩子､船木 弥生

6 当透析患者のフソトケアに対する意吉鼓調査

中過給合柄院血液浄化塘法部 ○佐々木亜希子､継田 早苗､保坂るり子､近江 滋､

佐川 束戸子

同 泌尿器科 有形 滋､舵Efl 忠､木鞍 輝明

7 千住と継続性のある透析看護を行なうために -開院からの寺護体制を掘り返る

おのば腎泌尿器科クリニック ○伊藤 TLT子､五十嵐伴子､河村美安子､石塚 浩突､

勝又 麻子､藤本 耽､工藤 麻利､′ト番 更､

/ト南 敦子､波並明日香､水木麻衣子､廿山ひろみ､

加賀谷由香､佐藤 鹿追

Ⅲ 移植 ･DFPP (ll.40-12 10) 座長 下日 直威 (仙北組合給合す内院泌尿器科)

8 秋田大学における生体腎移植 ドナ-に関する調査

軟EE大学医学部附属弼院2階西柄楳 ○伊藤圭1起子､村岡壬-1艶子､渡部 E(哩

秋EEl大学における腎移植療法の治療成練

鉄EEl大学医学部生殖発達医学講座泌尿器科学分野 ○

秋田大学医学部附属柄院血液浄化頼法部
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10 二重煩溝過血環分離交換療法(DoubleFtltrat10nPlasmapheresIS,DFPP)施行時の適正TJアルブミン補充を目指して

秋田大学医学部附属捕院血液酬 ヒ塘法部 ○小林 浩悦､福田 浩和

秋EH大学医学部生沌発達医学講座泌尿器科学分野 斎藤 浦､千非 修治､神田 壮平､河田壬'I一子､
屯田 大､小原 壬;そ､熊滞 光明､井上 芯光､

温桟 催､土谷 順彦､佐藤 滋､羽測 友則

J ランチョンセミナー (12 10-13 00) 日本腎巌学会共催

座長 秋田大学医学部内科学講座 血液内科学分野腎脱内科学分野准教授 涌井 秀槻

『chronicKidneyDisease:尿異常から治療まで』

愛知医科大学腎膿 .躍原病内科教授 今井 裕一 先生

■ 総 会 (13 00-13 10)

■ 特別講演 (13･10-14 10)
座長 秋田県総合保健センター長 ･秋田大学名誉教授 加藤 哲郎

『多嚢胞化萎縮腎と腎癌 一 長期透析合併症- 』
金沢医科大学名誉教搾

浅ノ川総合病院常勤贋間 石JlI 勲 先生

Ⅳ 透析機器 (14 10-14 50) 座長 鈴木 一正 (市立角供給合病院泌尿器科)

ll HDF療法における大面枕HFK｢FDY-250GW｣の砲床性能の検討

中過総合梢院血液酔化療法部 ○平野 和生.村上 rj,好l勝 幸怒､佐/y木 亘､

山田 僅紙,松岡 Tg志､市価 大坪､斉藤 雄苑､

吉岡 巧

同 泌尿智諒科 宮形 滋､原EE 忠､木碁 輝明

12 PES1210Sαの性能評価

秋田組合農合嫡院MEセンタ- O野崎 崇､今野 舞子､石山 博之､丸山 広

同 腎臓内科 多田 光範､後藤 博之､大谷 浩

13 APS121SAの使用経験

秋田赤十字病院底糠技術部臨床工学課 ○松田 光鞍､児玉 健太.永井 悠､大沢 元和､

/ト林 久益.粕谷 誠､尾LlaJH 汲

同 恭一内科部 山岸 剤

14 全自動透析機 (GCllON)の睡床評価と透析集積への影響

秋田泌尿器科クリニノク透析塞 ○大谷 匠.嵯峨まゆ子､佐々木由実､佐藤 啓子､

鎌田 逆子､金野 裕介､苗揺 苛也､佐藤 永轍､

佐々木佳奈,香野 由香

同 泌尿器科 能登 宏光､羽柴 米子

Ⅴ 穿刺 ･賃血 ･水分管理 (14.50-15 30) 座長 寺邑 朋子 (花園柄院内科)

15 ペインレスニードルの使用経験

中退籍合病院血液馴 ヒ税法部 ○輝石和歌子､朋 純子､保坂るり子､佐川 好子､

近江 北

岡 泌尿器科 富形 滋､原田 缶､木蕃 輝明

16 針刺 し事故防止のための安全留置針の使用経験

市立秋EEl絶合柄院人工透析皇 ○松機 構弥､近藤 みか､川上 突刺､藤原 雅子､

金滞替比古.工藤 麻突

同 泌尿書芸科 三浦 ,tit(子､冨樫 #文､石田 俊哉､松尾 玉樹､

佐々木秀平

17 EPO抵抗性貧血に対するダルベポエチン投与の検討

秋EEl組合監合柄院腎脱内科 ○大谷 浩､後藤 仲之､多田 光範

18 慣性維持透析患者における身体組成分析装置(HLT-50)を用いた血液透析前後の細胞内･外液iの変化の模討

秋田泌尿器科クリニyク泌尿器科 ○能登 宏光.羽賀 繁子

同 透析室 金野 祐介､高橋 育也､佐藤 永淑､大谷 匠､

嵯峨まゆ子､佐々木由典.佐藤 啓子､鎌田 道子､

佐々木佳奈､春野 由香

Ⅵ 症例 (15 30-16 10) 座長 西本 正 (秋EE南クリ二yク)

19 ステロイド治療が奏効したMRSA腎炎の1例

由利組合総合柄院内科 ○奥LLL 悦､朝倉 健一

秋田大学医学部節三内科 牧 伸樹､′ト松rtl 汲､涌井 秀樹

20 秋田大学における類天痘痕症例に対する内シャント設置術の撞験

秋田大学医学飾生殖発達医学講座終局等科学分野 ○′ト原 崇.斉藤 満､井上 高光､西尾浩二郎､

神rZl 壮平､千兼 修治､糊田 大､†ほ滞 光明､

曲浦 健､土谷 順夢､佐藤 滋､羽浦】 友則

21 グラフト内シャント造設 l週間後に完全閉塞を生じた1例

平鹿監合柄院泌尿器科 ○里書 n.t文､鈴木 丈伸.佐藤 一成､

岩手irl,l立磐井梢院放射線科 樺山 和秀

22 内シャント造設部位における感染性仮性動脈癌破裂の2例

市立秋田絶合弼院泌尿器科 ○石tfl 俊乱 三浦 啓子､冨樫 非文､松尾 正樹､

佐々木秀平

■開会の辞 (16 10) 秋田腎不全研究会 副会長 石山 RJJ

■懇親会 (16 15-) 懇親会(アルヴェ2髄 多目的ホール)


